
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（公財）仙台ひと・まち交流財団 

〒983-0005 仙台市宮城野区福室 5丁目9-36  TEL：786-3540 FAX：388-6320 

ホームページ 検索サイト「仙台市福室市民センター」で検索 

＜顔の見える関係づくり＞ 

この４月に着任いたしました、中辻正樹と申します。東日本大震災の時には、福室小学校の１年生

の学年主任をしておりました。その際、地域の多くの皆様方から力強いご支援と温かいご協力をいた

だき、子どもたちを守ることができました。本当にありがとうございました。またこの地域で皆様と

関わりを持つことができるようになり、うれしい思いでいっぱいです。これから、よろしくお願い申

し上げます。 

さて、市民センターの役割は、地域を基盤とし、地域づくりにつながる人づくりを行うことです。

互いの知恵を出し合う場が増えれば、学びの場が充実します。市民センターはそのような、互いの顔

の見える関係づくりを支える場として、地域を支えていきます。 

残念なことに、今、新型コロナウイルスの感染予防で、市民センターの事業や活用にもストップが

かかってしまっています。今後とも状況を把握しながら地域の皆様の健康・安全にも配慮しつつ、顔

の見える関係づくりに心掛け、皆様の活動を支援していきたいと考えています。引き続き、地域の皆

様方のご支援・ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

  福室市民センター 館長 中辻 正樹 

「開講式延期のお知らせ」 
５月２７日（水）の福室老壮大学開講式と第 1回

講座は、延期いたします。 

もうしばらくお待ちください。 

      

       

 

市民センターからのお知らせ 
★サークル活動等貸し館について 

福室市民センターは「新型コロナウイルス感染症対策」のため、5 月 10 日までの施設利用の新たな申

込みを受付けられない状況です。（今後の状況により変更する場合があります。） 

★使用料の返却について 

事前に使用料を納入したにもかかわらず、コロナウイルス対策により施設を使用できなかった団体には、

使用料をお返しいたします。その方法につきましては窓口に電話等でお問合せ下さい。 

★印刷機の使用について 

減免を承認されている団体が、活動に必要な印刷は可能です。減免証、印刷用紙をご持参下さい。 

★講座について 

老壮大学は申し込みをすでに受け付けておりましたが、本年度の開講時期については今のところ未定で

す。また、本年度予定していた講座の開催も未定です。決まり次第お知らせいたしますので、もうしばら

くお待ちください。 

「市民センターの草木調べ隊」 
 4 月号で講座の募集の予告をしていましたが、

延期いたします。市民センターには 50 種類以上

の木々がありますので、楽しみにお待ちください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日 曜 
予約シ

ステム 
5 月の行事予定 

１ 金   

２ 土   

３ 日  憲法記念日 

４ 月  みどりの日 

５ 火  子どもの日 

６ 水  振替休日 

７ 木  休館日 

８ 金   

９ 土   

１０ 日  個人使用（中止） 

１１ 月  休館日 

１２ 火   

１３ 水   

１４ 木  市民企画会(延期) 

１５ 金   

１６ 土   

１７ 日   

１８ 月  休館日 

１９ 火   

２０ 水   

２１ 木   

２２ 金   

２３ 土   

２４ 日   

２５ 月  休館日 

２６ 火   

２７ 水  老壮大開講式(延期) 

２８ 木   

２９ 金   

３０ 土   

３１ 日   

７
月
分
抽
選
確
定
期
間 

5月の行事予定 

多目的ホールの個人開放日 

毎月第２日曜日に多目的ホールを個人使用に開放し

ていますが、新型コロナ感染予防のため5月10日

は中止とさせていただきます。 

福室市民センターの四季 

ヤエシダレザクラ 

ボケ 

７
月
分
空
き
室
申
込 

８
月
分
抽
選
申
込 

 

 この宝物があれば・・・ 

福室若葉町内会 会長 長谷川 孝 

 

 いつもの日常にいつ戻れるのだろうか。会議や集会の

自粛を余儀なくされ、町内活動も控えざるを得ません。 

この対応策を検討すべく、過日臨時執行役員会を開きま

した。その席で出た話題は、いろいろな面で困っている

人たちに対してなにかできることはないだろうかとい

うことでした。買物に出かけることができないご高齢の

方々、外出を控えているため話し相手を求めている人

等。これらの話題が若い(？)役員から出たこと、そのこ

とに私は心を揺さ振られました。同時に、東日本大震災

や台風１９号時の大雨避難時と同じだなと強く感じた

のです。 

この人たちは、なんとしっかりした考え方を持ってい

るのだろうか。きっとこれまでの町内会活動から学び取

ったことなのだろう。 

このようなしっかりした考えを持つ若い方々がいるこ

と、そして惜しみない理解・協力を示してくれる町内会

の多くの会員の方々、これが若葉町内会の宝なのだ。 

 「遠くの親戚より近くの他人」とよく聞くが、近隣住

民がいつでも助け合える人間関係があること。この気持

ちが、そして行動力があれば、遠からずいつもの日常を

取り戻せるという確信が持てる。 

     

 

ミツマタ 


